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中
村
一
氏
と
横
田
村
詮
の
出

会
い
は
本
能
寺
の
変
を
機
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
一
氏
が
織
田
信
長
の
下
で

石
山
合
戦
中
に
木
下
藤
吉
郎
に

従
っ
て
畿
内
を
転
戦
し
、
信
長

の
命
で
根
来
・
雑
賀
・
高
野
山

の
紀
州
を
攻
め
る
。
信
長
が
三

好
勢
に
代
わ
っ
て
畿
内
を
支
配

拡
大
す
る
動
向
に
応
じ
て
、
土

佐
一
国
を
統
一
し
た
長
宗
我
部

元
親
勢
が
天
正
三(

一
五
七
五)

年
秋
か
ら
甲
浦
・
宍
喰
の
阿
波

南
部
か
ら
、
天
正
五
年
春
に
祖

　

谷
山
・
山
城
山
を
越
え
て
の
阿

波
西
部
か
ら
阿
波
に
侵
攻
し
て

来
る
。
畿
内
と
阿
波
の
動
乱
の

中
で
岩
倉
城
を
故
城
と
し
、
高

屋
城
主
と
な
っ
て
い
て
最
後
ま

で
三
好
の
名
を
背
負
っ
た
三
好

康
長
が
天
正
三
年
四
月
に
信
長

に
降
伏
し
て
、
以
後
も
重
用
さ

れ
て
石
山
本
願
寺
・
阿
讃
淡
の

三
好
勢
と
の
折
衝
に
活
躍
す
る
。

そ
の
康
長
が
中
村
一
氏
と
横
田

村
詮
を
出
会
わ
せ
る
。
一
氏
も

村
詮
も
生
誕
の
年
月
は
不
詳
と

さ
れ
る
が
、
一
氏
の
逝
去
は
徳

川
家
康
の
上
杉
攻
め
・
関
ヶ
原

合
戦
の
直
前
の
慶
長
五(

一
六

〇
〇)

年
七
月
一
七
日
と
さ
れ
、

大
龍
院
殿
一
源
心
公
大
禅
定
門

が
法
名
、
駿
府
臨
済
寺(

静
岡

市)

に
葬
ら
れ
る
。
村
詮
は
中

村
一
氏
と
忠
一
父
子
と
の
出
会

い
、
活
躍
の
後
に
慶
長
八
年
十

一
月
十
四
日
の｢

横
田
騒
動｣

で
の
上
意
討
ち
の
無
念
の
死
で

了
性
院
殿
法
顔
宗
栖
大
居
士
を

法
名
と
し
て
伯
耆
米
子
の
妙
興

寺
に
葬
ら
れ
る
。
一
氏
と
村
詮

は
天
文
二
二(

一
五
五
三)

年

　の
頃
の
生
ま
れ
で
ほ
ぼ
同
年
齢

で
あ
っ
た
か
、
一
氏
が
天
文
一

二(

一
五
四
三)

年
の
生
ま
れ

の
一
〇
才
年
長
あ
っ
た
か
。
一

氏
の
妹
が
村
詮
の
正
室
と
な
る
。

村
詮
が
記
録
に
表
れ
る
の
は
堺

の
妙
国
寺
の
日
珖
上
人
よ
り
天

正
元(

一
五
七
三)

年
に
法
華

宗
の
受
法
し
た
時
で
あ
る
。
一

氏
の
業
績
の
明
白
と
な
る
の
は

同
年
に
木
下
藤
吉
郎
が
丹
羽
・

柴
田
氏
の
両
者
か
ら
羽
柴
氏
を

名
乗
り
、
浅
井
氏
の
旧
領
の
北

近
江
三
郡
を
与
え
ら
れ
長
浜
城

主
に
出
世
し
た
時
に
中
村
一
氏

が
近
江
長
浜
で
二
〇
〇
石
を
拝

領
し
た
時
で
あ
る
。

　
中
村
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、

そ
の
源
流
は
源
平
藤
橘
の
諸
説

が
あ
っ
て
不
明
で
あ
る
が
、『
滋

賀
県
甲
賀
郡
誌
』
に｢

中
村
一

氏
は
弥
平
次
一
政
の
子
に
し
て

初
め
瀧
孫
平
次
と
称
し
、
後
に

中
村
式
部
少
輔
と
改
む
、
龍
村

の
人
な
り
」。『
近
江
輿
地
志
略
』

に｢

一
氏
は
佐
々
木
山
崎
の
余

流
に
し
て
此
の
地
多
喜
の
産
な

り
」。『
駿
国
雑
志
』
に
は｢

中

村
一
氏
は
尾
州
中
村
の
住
人
中

村
孫
平
次
一
政
の
子
な
り
。
本

姓
詳
な
ら
ず｣

と
記
録
さ
れ
る
。

和
泉
岸
和
田
か
ら
近
江
水
口
・

駿
河
駿
府
に
変
転
し
て
活
躍
す

る
中
で
中
村
氏
の
系
譜
が
整
え

ら
れ
る
。
中
村
氏
の
後
裔
の
人

た
ち
の
中
村
会(

中
村
忠
文
会

長)

で
は｢

甲
賀
の
瀧
村
出
身

の
瀧
孫
平
次
が
木
下
藤
吉
郎
の

下
で
活
躍
を
は
じ
め
、
藤
吉
郎

が
羽
柴
秀
吉
と
名
乗
っ
て
長
浜

城
主
と
な
っ
た
時
に
、
秀
吉
の

出
身
地
の
尾
張
中
村
の
一
政
の

家
を
継
ぐ
よ
う
に
申
し
付
け
ら

れ
、
瀧
孫
平
次
が
中
村
孫
平
次

一
氏
を
称
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
さ
れ
る
。
現
存
の
中
村
氏
の

諸
系
図
に
は
一
氏
の
父
と
さ
れ

る
名
に
一
政
・
一
逸
・
吉
一
・

一
義
の
名
が
あ
り
、
弟
に
一
栄
・

広
一
・
智
順(

出
家)

・
右
近
・

信
氏
と
、
妹
二
人
が
お
り
、
長

女
が
堀
尾
吉
晴
、
次
女
が
横
田

内
膳
の
正
室
と
な
っ
た
と
さ
れ

る
。

　
な
お
中
村
氏
の
出
自
に
有
力

な
異
説
が
存
在
す
る
。
最
終
的

に
は
合
一
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

現
代
に
肥
後
熊
本
で｢

肥
後
髙

砂
や
、
能
楽
金
春
流｣

を
伝
承

し
て
活
躍
さ
れ
る
中
村
勝
家
に

伝
承
す
る｢

覚
・
文
書｣

に
記

録
さ
れ
る
。
そ
の｢

覚｣

に
よ

る
と
元
祖
中
村
太
郎
利
正
は
鎮

守
府
将
軍
藤
原
利
仁
末
孫
で
寿

永
三(
一
一
八)

年
正
月
二
九

日
の
三
草
山
合
戦
に
軍
大
将
蒙

り
武
功
に
励
む
と
す
る
。
そ
の

後
に
一
つ
書
き
で
中
村
勘
解
由

範
正
、
中
村
進
士
左
衛
門
尉
範

忠
、
中
村
伯
耆
守
正
氏
と
し
、

そ
の
正
氏
は｢

細
川
律
師
定
禅

公
に
仕
へ
讃
岐
国
中
村
郷
を
領

知
す
。
数
度
の
武
功
有
り
、
大

和
国
信
貴
の
城
に
て
討
死
す｣

と
記
録
さ
れ
、
後
日
に
編
集
さ

れ
、
現
代
に
刊
行
さ
れ
る
『
肥

後
中
村
恕
斎
日
録
』
の
第
一
巻

文
政
十
一
年
の
項
に
後
裔
の
当

主
が｢

一
、
志
貴
山
へ
御
登
り

な
さ
れ
、
奥
の
院
に
て
番
僧
を

お
頼
り
な
さ
れ
、
伯
耆
守
御
戦

死
の
場
に
付
き
、
御
追
膳
な
さ

れ
候
事｣

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
中
村
伯
耆
守
正
氏
の
次

に
中
村
新
兵
衛
尉
氏
正
が
記
録

さ
れ｢

三
好
日
向
守
一
党
永
禄

十
年
十
月
十
日
大
佛
殿
ニ
陣
取

テ
有
ツ
ル
ニ
松
永
弾
正
少
弼
夜

討
シ
テ
氏
正
ヲ
討
チ
取
リ
大
仏

殿
ヲ
焼
亡
ス
。
氏
正
ハ
隠
レ
ナ

キ
勇
士
ニ
テ
三
好
ガ
一
党
四
国

ヨ
リ
打
チ
上
リ
、
京
都
畿
内
ノ

軍
ニ
数
度
魁
殿
乃
働
キ
寡
ヲ
以

テ
多
に
勝
チ
萬
死
一
生
ヲ
為
ス

事
多
カ
リ
ケ
レ
バ
鑓
中
村
ト
申

ケ
ル
。
三
好
一
党
ノ
大
将
ニ
撰

挙
、
堅
ク
辞
ス
レ
共
叶
ハ
ズ
シ

テ
討
死
ス
。
誠
ニ
遁
レ
バ
遁
ル

ベ
カ
リ
シ
ヲ
其
ノ
選
ニ
報
セ
ズ

シ
テ
ハ
生
タ
ル
シ
ル
シ
有
ラ
バ

コ
ソ
ト
義
名
ヲ
請
テ
討
死
セ
シ

ハ
、
誠
ニ
剛
死
ト
コ
ソ
言
フ
ベ

ケ
レ
ト
信
長
公
モ
ホ
メ
タ
マ
フ｣

と
記
録
さ
れ
る
。
そ
し
て
次
に

日
本
を
外
か
ら
見
る

医
療
法
人
の
承
継
対
策
　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

中
村
一
氏
と

横
田
村
詮
の
出
会
い

売
上
を
伸
ば
す
方
法

第
1
作
業
部
会
の
主
な

結
論

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定
　 

量
　 

目
　 

標

Ⅱ
地
理
的
表
示
制
度
に

　
つ
い
て始
　
　
め
　
　
に

国

内

法

の

成

立

地
理
的
表
示
の
イ
メ
ー
ジ

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

　螺旋階段を登り詰めての展望台を背にして

久米田寺案内板

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き
　
め

じ
ゃ 

ま 

な
か

こ 

ぎ
ょ
う 

き

打
か

よ
り
し
ろ

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

～
大
河
ド
ラ
マ
『
南
海
道
の
晴
嵐
』
を
期
し
て
（
一
七
七
）

文
・
出 

水
　
康 

生

三
好
・
織
田
・
豊
臣
・
徳
川
時
代
に
生
き
る
横
田
内
膳
正
村
詮

阿
波
岩
倉
・
和
泉
岸
和
田
・
近
江
水
口
・
駿
河
駿
府
・
伯
耆
米
子
へ
の
変
転(

七)

Monthly Topics

閑谷学校の講堂(国宝)

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〟

中
村
一
氏
の
出
自

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

能
と
阿
波
踊
り

好
天
の
閑
谷
学
校

風流傘を依代としての風流踊り

紀伊・和泉の山脈

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

街角おどりの風流

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

青天の ｢たぬき山展望台｣ へ

ひ
な
せ
　
　
　
し
ず
た
に
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ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

ト
ッ
プ
と
現
場
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

特

徴

※

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
量
と

国
内
の
賦
存
量

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

人
材
育
成
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

①
短
期
的
な
取
り
組
み

・
業
績
賞
与

・
成
果
配
分
制
度

・
年
俸
制

・
個
人
賃
金
変
動
費
化

②
中
長
期
的
な
取
り
組
み

・
人
材
育
成

・
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金

・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

③
賃
金
以
外
の
取
り
組
み

・
人
材
ミ
ッ
ク
ス

・
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

㌧

長島愛生園の歴史館、万人の思いがこもる

無双連の風流踊り
蘇鉄の寺の妙国寺、樹齢1200年の蘇鉄

虫
明
迫
門
の
曙

普
平
山
妙
興
寺

「
中
村
式
部
少
輔
一
氏
、
天
正

五
年
八
月
、
秀
吉
公
天
王
寺
在

番
ノ
時
、
紀
州
雑
賀
一
揆
が
木

津
難
波
ヨ
リ
打
チ
出
デ
、
具
洞

城
ニ
ヨ
キ
弓
鉄
砲
ス
グ
リ
五
六

百
人
塚
ノ
カ
ゲ
ニ
伏
置
キ
塚
ノ

上
ニ
ハ
騎
ノ
兵
少
々
ヒ
カ
ヘ
敵

掛
レ
カ
シ
髙
名
セ
ン
ト
思
ヘ
タ

ル
気
盛
ナ
リ
。
秀
吉
公
見
給
ア

リ
追
補
ト
下
知
ニ
給
ケ
レ
ド
モ

其
辺
深
田
ナ
レ
バ
皆
見
合
セ
居

タ
ル
所
ニ
中
村
式
部
真
先
ニ
カ

ケ
向
イ
堀
尾
帯
刀
先
手
吉
勝
続

イ
テ
カ
ケ
向
イ
諸
共
、
五
六
十

騎
続
キ
タ
リ
。
弓
鉄
砲
雨
ノ
如

ク
ニ
射
カ
ケ
レ
ド
モ
コ
ト
ト
モ

セ
ズ
敵
共
数
多
鑓
ニ
テ
突
伏
セ

タ
リ
。
秀
吉
公
在
番
ニ
物
始
ヨ

シ
ト
大
イ
ニ
歓
ビ
給
ケ
リ
。
其

外
数
度
ノ
合
戦
ノ
武
功
多
シ｣

と
記
録
さ
れ
る
。
こ
の
中
村
一

氏
が
前
項
の
一
氏
と
同
一
人
と

し
て
、
信
長
・
秀
吉
の
登
場
で

時
代
的
に
は
矛
盾
が
な
い
。
中

村
新
兵
衛
が
三
好
日
向
守
長
逸

の
侍
大
将
と
し
て
大
佛
殿
前
で

　

奮
戦
・
討
死
し
た
こ
と
も
確
実

で
あ
る
。

　
信
長
が
三
好
氏
に
代
っ
て
京

畿
内
・
堺
を
支
配
し
、
信
長
包

囲
網
の
中
心
の
石
山
本
願
寺
を

崩
壊
さ
せ
る
べ
く
、
本
願
寺
へ

の
支
援
勢
力
を
攻
め
る
。
将
軍

義
昭
を
京
か
ら
由
良
興
国
寺
・

安
芸
鞆
に
追
う
。
天
王
寺
合
戦

に
は
勝
利
し
た
も
の
の
、
本
願

寺
に
味
方
し
た
雑
賀
衆
と
合
流

し
た
毛
利
水
軍
に
織
田
水
軍
が

惨
敗
す
る
。
信
長
は
本
願
寺
の

強
力
な
支
援
者
で
あ
る
紀
州
の

雑
賀
惣
国
、
根
来
寺
を
攻
撃
の

的
と
す
る
。
天
正
五(

一
五
七

七)

年
五
月
に
は
雑
賀
惣
国
五

組
を
分
裂
さ
せ
、
社
家
郷
・
中

郷
・
南
郷
、
根
来
の
杉
之
坊
を

味
方
に
つ
け
、
信
長
は
京
八
幡
、

若
江
か
ら
十
六
日
に
は
岸
和
田

(

和
泉
香
庄)

に
出
陣
す
る
。

二
十
八
日
に
淡
輪
へ
進
出
し
て
、

全
軍
で
鈴
木
孫
一
の
居
城
を
攻

　

め
て
雑
賀
衆
を
降
伏
さ
せ
雑
賀

惣
国
を
崩
壊
さ
せ
た
。
こ
の
時

に
中
村
一
氏
は
堀
尾
吉
晴
と
共

に
力
戦
す
る
。
雑
賀
勢
へ
の
備

え
と
し
て
佐
野
に
要
害
を
構
え

て
織
田
信
張
・
杉
之
坊
を
定
番

と
す
る
。
毛
利
水
軍
に
惨
敗
し

た
信
長
が
九
鬼
嘉
隆
に
鉄
甲
軍

艦
を
建
造
し
て
、
石
山
寺
へ
補

給
す
る
毛
利
水
軍
を
撃
破
す
る
。

天
正
八
年
四
月
五
日
に
顕
如
法

主
が
鷺
森
御
坊(

和
歌
山
市)

に
移
住
し
て
、
一
〇
年
春
に
石

山
合
戦
が
終
結
す
る
。
信
長
が

羽
柴
秀
吉
に
中
国
攻
め
を
命
じ

る
。
そ
れ
に
従
い
中
村
一
氏
は

三
木
城
総
攻
撃
、
さ
ら
に
因
幡

鳥
取
城
攻
め
、
伯
耆
羽
衣
石
城

の
支
援
勢
に
活
躍
す
る
。
そ
し

て
備
中
高
松
城
の
水
攻
め
中
に

本
能
寺
の
変
が
発
生
し
て
信
長

の
天
下
布
武
が
挫
折
す
る
。
羽

柴
秀
吉
が
後
継
の｢

天
下
人｣

と
な
る
べ
く
奮
闘
す
る
。
中
村

一
氏
が
秀
吉
の
直
臣
と
し
て
活

躍
す
る
。

　
　

　
　
　
本
能
寺
の
変
が
無
け
れ

　
　
ば
、
根
来
衆
・
雑
賀
衆
・

　
　
高
野
山
な
ど
の
反
信
長
の

　
　
紀
州
勢
は
せ
ん
滅
さ
れ
、

　
　
六
月
三
日
に
岸
和
田
か
ら

　
　
三
好
康
長
の
養
子
と
な
っ

　
　
た
織
田
信
孝
を
大
将
、
丹

　
　
羽
長
秀
を
参
謀
と
し
た
四

　
　
国
平
定
軍
が
渡
海
し
て
長

　
　
宗
我
部
勢
を
駆
逐
し
、
阿

　
　
波
国
主
に
三
好
康
長
、
讃

岐
国
主
に
織
田(

三
好)

信
孝

が
な
っ
て
い
て
、
康
長
と
叔
父

と
甥
の
関
係
の
横
田
村
詮
の
地

位
も
人
生
も
全
く
異
な
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
本
能
寺
の
変
を

契
機
に
四
国
で
長
宗
我
部
勢
、

紀
州
の
根
来
、
雑
賀
勢
が
息
を

吹
き
返
す
。
本
能
寺
の
変
で
三

好
康
長
が
畿
内
に
帰
参
し
て
秀

吉
に
従
い
紀
州
勢
の
制
圧
に
出

向
き
中
村
孫
平
次
一
氏
が
中
心

と
な
る
。
村
詮
が
康
長
の
後
を

追
っ
て
由
縁
の
堺
の
妙
国
寺
を

頼
っ
て
阿
波
か
ら
脱
出
す
る
。

　
秀
吉
が
天
王
山
合
戦
・
賤
ヶ

岳
合
戦
・
小
牧
・
長
久
手
合
戦

で｢

天
下
人｣

へ
登
る
。
中
村

一
氏
が
そ
の
た
め
に
大
活
躍
し

出
世
す
る
。
紀
州
勢
と
長
宗
我

部
が
合
力
し
て
、
秀
吉
が
留
守

と
す
る
大
坂
城
を
攻
め
て
徳
川

家
康
を
支
援
せ
ん
と
す
る
。
そ

れ
を
抑
圧
す
る
た
め
に
中
村
一

氏
が
岸
和
田
城
主
と
な
る
。
大

坂
か
ら
の
応
援
隊
を
合
わ
せ
て

も
一
万
そ
こ
そ
こ
の
岸
和
田
城

へ
三
万
の
畠
山
残
党
・
根
来
・

雑
賀
・
土
佐
勢
が
攻
め
か
か
る

岸
和
田
合
戦
が
行
わ
れ
、
中
村

一
氏
勢
が
危
急
と
な
る
。
そ
の

時
に
不
可
思
議
な
白
法
師
を
中

心
と
す
る｢

蛸｣

の
大
群
が
紀

州
勢
の
後
方
か
ら
攻
め
か
か
り

逆
転
勝
利
し
た
、
と
さ
れ
る
。

そ
れ
が
岸
和
田
の
天
性
寺
に
蛸

地
蔵
尊
と
し
て
祭
祀
さ
れ｢

蛸

地
蔵
尊
縁
起｣

の
石
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
る
。

「
遠
く
建
武
の
昔
、
和
田
和
泉

守
高
山
が
岸
和
田
に
城
を
築
い

た
こ
ろ
、
蛸
の
背
に
乗
り
給
う

た
地
蔵
尊
が
海
辺
へ
御
姿
を
現

さ
れ
た
が
、
乱
世
の
た
め
厚
く

信
敬
し
な
い
ま
ま
二
百
五
十
余

年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
天
正
十

二
年
三
月
紀
州
根
来
・
雑
賀
の

衆
徒
が
泉
州
を
侵
し
、
中
村
孫

平
次
一
氏
ら
が
籠
る
岸
の
和
田

城
を
抜
こ
う
と
し
た
。
城
兵
ら

の
力
戦
む
な
し
く
敗
色
よ
う
や

く
濃
く
な
っ
た
日
、
無
数
の
蛸

と
と
も
に
大
法
師
が
出
現
さ
れ
、

縦
横
に
衆
徒
を
打
ち
破
っ
た
か

ら
城
は
不
思
議
に
事
な
き
を
得

た
。
大
法
師
は
地
蔵
菩
薩
の
化

身
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、

城
主
の
霊
夢
に
よ
っ
て
得
た
木

像
尊
像
を
城
内
に
ま
つ
っ
た
が
、

文
禄
年
間
泰
山
和
尚
の
懇
望
で

当
天
性
寺
に
移
さ
れ
た
。
そ
れ

よ
り
諸
人
の
礼
拝
が
自
由
と
な

り
広
大
無
辺
の
ご
利
益
が
あ
ま

ね
く
伝
わ
っ
た
か
ら
参
詣
の
人
々

た
え
る
こ
と
な
く
蛸
地
蔵
の
名

と
共
に
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

有
難
や
蛸
の
地
蔵
に
手
を
引
か

れ
　
弘
誓
の
船
に
乗
る
ぞ
嬉
し

き
　
泉
州
志
・
和
泉
各
所
図
絵
・

岸
和
田
藩
志
よ
り
、
岩
橋
太
吉

撰｣　
こ
の
大
法
師
と
蛸
の
大
群
の

応
援
隊
が
、
蛸
に
見
え
る
三
階

菱
の
旗
幟
を
掲
げ
て
の
畿
内
・

堺
の
周
辺
に
残
留
し
て
い
た
三

好
勢
、
そ
の
中
心
に
横
田
村
詮

が
居
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の

興
味
あ
る
解
釈
が
さ
れ
る
、
さ

て
。

た
ば

『
三
好
記
』
の
内
膳
正
の
記
録

今
に
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

河岸段丘の城地から岩倉城本丸跡

岩倉城本丸跡から上桜城方面を眺む

長宗我部勢と三好勢との間で謀略、
争奪戦が展開された重清城跡

い
く
さ

く
み

か
り

む
し
あ
け 

せ  

と 勝
瑞
か
ら
徳
島
へ

天野忠幸さんの増補版と戦国遺文

紀伊北部の畠山氏の山城跡を眺む

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

信
長
の
紀
州
攻
め

野田･福島の合戦の時に三好康長ら一族が

野田藤歌を詠んだ野田藤神社の現在

だ

し

竹
久
夢
二
の
生
家

蛸地蔵天性寺山門

新良田教室の閉校時に建てられた碑

希望の碑の裏面

む
し
あ
け 

せ  

と

〝

〟

日本一の地蔵堂

蛸地蔵尊縁起の石碑

岸
和
田
合
戦


